


回答 

 

＜「町長への手紙」＞                 

    

【①回答】                            【町民協働課】 

町として、町職員に、個人の自発的な意思に基づく自主的な活動であるボランテ

ィア活動を強制することはできません。一方で、町職員に向け、相模川美化キャン

ペーン等のボランティア活動の周知や、ボランティア休暇の法整備をすることで、

ボランティア活動への参加を推奨しています。 

 

【②回答】                          【町民協働課】 

町登録ボランティア団体への支援としては、団体及び活動の周知を行っていま

す。 

広報さむかわ（年 6 回掲載）、本庁舎 1 階デジタルサイネージ(年 4 回放映)、

Twitter・Facebook(毎月投稿)、ホームページ(適宜更新)等を用いて、団体及び活動

の周知に努めています。 

また、みんなの協働事業提案制度により、町民と町で協働事業を実施し、新たな

団体の発掘や団体の育成及び団体活動の活性化を図っております。 

 

【③回答】                          【町民協働課】 

公共施設再編計画においては、現在、ご提案された施設を作る予定はございませ

んが、町民の皆様や地域の要望を確認しながら、今後の公共施設再編計画に反映で

きるよう努め、住民活動支援としてのコピー機等の設置につきましても、施設整備

と併せて検討することといたします。 

 

【総務課】 

 役場本庁舎 1 階ロビーに設置している印刷機は、主として情報公開制度を利用す

る方や行政手続きに来庁した方が、書類などの複写を必要とする場合の利用を目的

として設置しておりますので、資料作成を目的とする「ホッチキス止めができる印

刷機」の導入は予定しておりません。 

 

【④回答】                          【町民協働課】 

現在、町は、寒川町町民ボランティア団体等登録制度要綱第 2条に該当する団体

又は個人を対象とする登録制度を設けておりますが、社会福祉協議会は別組織であ

る「社会福祉法人」であり、「地域活動応援ルーム」も含め、町が管理監督する事項

ではございません。 

町としましては、寒川町自治基本条例第 23条、及び寒川町町民ボランティア団体



等登録制度要綱に基づき、ボランティア団体の活動促進、情報の共有化、そして町

民のまちづくりへの参加促進に努めており、今後につきましても社会福祉協議会、

町、双方で情報共有を図り、ボランティア団体の充実、拡充及び支援をしてまいり

たいと思います。 


